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環境情報工学専攻（大学院教員組織参照）の全教員

1 環境情報工学専攻前期課程研修　GEK601 必修　６単位　１年前期～２年後期

Graduate Study on Environmental Information Engineering

修士論文の作成に必要な専門的な知識を総合的に修得するとともに、修論テーマに関連した既往の研究、現状の研究動向などを理解する。

関連学協会の紹介。関連論文誌、ジャーナルなどの紹介。既往の研究、最新の研究動向の解説。研究手法の分類説明。
文献収集・分析の実習。モデル実験の実習。モデルプログラミングの実習。
研究内容の学内および学外でのプレゼンテーション実習。

本研修科目は、大学院生個々に対して修士論文作成の指導を行う大学院担当教員が担任する授業科目として開講される。したがって、本研
修科目は当該教員が所属する専攻分野の研究内容に応じた授業計画により実施される。授業は基本的にはセミナー・演習・実習・実験・プ
レゼンテーションなどの多彩な形態をとり、集中講義・学内外の発表会での時間などの効果的な方式により、適宜、受講大学院生と担当教
員との都合のよい時間帯を利用して展開される。
学習課題（予習・復習）：自分の研究に関わる論文について十分読んでおく。研究テーマに関わる文献及び実験結果のデータについて整理し
まとめる。

教科書、参考書、資料などは担当教員に指示をうけること。

課題レポートおよび学内外での成果発表内容などを、総合的に評価する。
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教　授　佐藤　善之

19 インターンシップ　GEK571 選択　２単位　１年前期～２年後期　集中

Internship

国・県・地方自治体、環境ＮＰＯ法人や企業での環境問題への取り組みなど体験学習を行い、また製品の開発や製造など実際の企業活動を
体験することにより、実践的な環境問題全般や産業への知識・技能を身につける。

大学ならびに専攻で紹介した企業のインターンシップに一定期間参加する。開講する場合には、実施時期および申請方法をオリエンテーショ
ンのガイダンスや掲示等で事前に周知する。

（１）　インターンシップ・プログラムにもとづいて、院生の受け入れを受諾し、かつ指導教員が研修先として適当と認めた企業・機関で研
修を行う。

（２）　研修プログラムの内容および実施方法は原則として受け入れ先に任される。しかし受け入れ先には、事前に専攻長から教育プログラ
ムの作成を依頼し、その内容について指導教員による十分な準備教育を経た後、実施先での研修が開始される。

（３） 研修時間は 90 時間以上とする。ただし、この 90 時間には、研修前後の指導教員による事前準備やレポート作成指導などの指導時間
も含まれる。

（４）　インターンシップ中は、個人での保険加入を義務つける。
（５）　インターンシップには原則として報酬は支払われない。また、交通費なども研修生の自己負担を原則とする。
（６）　作成した研修レポートは先にインターンシップ先に提出し、公開可能な部分についての承認を受ける。また、専攻への提出レポート
は公開可の部分のみとして、不可部分についてはその旨の記述にとめる。
学習課題（予習・復習）：
インターンシッププログラム内容について十分調べておく。
インターンシップの内容などについてレポートにまとめる。
結果のデータについて整理しまとめる。

インターンシップ受け入れ先の指示による。

研修レポートと受け入れ先からの報告書を元に、受け入れ先の教育プログラムへの理解度の観点から指導教員が評価を行う。

共通科目Ⅰ
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